
令和5年度
播磨町 認知症地域支援推進員活動報告

1 認知症地域支援推進員 1名

2 認知症地域支援推進員の役割

・認知症の人やその家族への支援体制の充実

・認知症サポーター養成講座の実施

・認知症カフェの内容充実

・認知症初期集中支援チームとの連携

・チームオレンジの活躍促進

報告者氏名: 保険課地域包括ケア係 坂本
認知症地域支援推進員 森



指 針 具体的な取り組み

普及・啓発

・認知症啓発映画会上映会の開催
・認知症サポーター養成講座
・キャラバンメイト連絡会の開催
・図書館で認知症コーナーを設置
・オレンジガーデニングプロジェクト

認知症の早期対応の推進

・もの忘れ健診の実施
・物忘れ相談プログラム（タブレット）の
公的施設への設置
・認知症ケアパスの普及
・認知症初期集中支援チームの設置

認知症の人や家族への支援

・認知症地域支援推進員の配置
・認知症カフェの充実
・認知症家族会の実施
・介護従事者等の認知症対応力向上研修

認知症高齢者等の見守り体制の充実
・高齢者等の見守り・SOSネットワークの普及、強化
・あんしんキーホルダーの配布

認知症の人やその家族の視点の重視
・認知症地域支援推進員活動の推進
・本人ミーティングの実施

播磨町 認知症施策全体図



認知症に関する普及啓発イベント

◆認知症啓発映画上映会◆
認知症啓発月間である9月に、地域の方に認知症に関
心を持って頂くため、認知症啓発映画上映会を実施しま
した。たくさんの申し込みがあり、当日は74名の方が会
場に足を運んで下さり、地域の方々の認知症に対しての
関心の高さがうかがえました。

また、来年度も開催を予定しております。

令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

標題 播磨町における認知症啓発活動についての取組

◆オレンジガーデニングプロジェクト◆
認知症の啓発カラーであるオレンジにちなんで、マリーゴールド
の種や苗を配り、地域でオレンジ色の花を咲かせる活動を行い
ました。認知症啓発月間の9月には、皆さんが育ててくれたオレ
ンジ色の花の写真を、認知症映画上映会の会場や播磨町役場
に展示をさせて頂きました。
たくさんの地域の方々、学校・保育園・事業所などに協力を頂き
ました。来年度も実施を予定しています。



認知症サポーター養成事業

対象者 人数

町民向け 210名

民生委員や自治会の方々も
積極的に受講して頂きました。

播磨町では、地域住民への認知症に関する正しい知識の普及啓発を図

るために定期的に認知症サポーター養成講座を開催しています。

今年度は、民生委員や自治会からの開催依頼があるなど、積極的に受

講をして頂ける方が増えました。

町民向け認知症サポーター養成講座の様子

前年度比+127名



播磨町内の学校の生徒を対象とした認
知症サポーター養成講座の受講者数

対象者 人数

小学生 314名

中学生 333名

高校生 168名

合計 815名

播磨町では小学生の時から認知症サポーター養成講座を受講して頂

き、中学校・高校でも生徒のみなさんに講座の受講をして頂いています。

子どもの頃から認知症について学ぶ事で、認知症の方に対して偏見を

持たず、やさしい対応ができる様に取り組んでいます。今年度は、播磨

町内のすべての小学校・中学校・高校で、認知症サポーター養成講座

を開催することができました。

小学校での認知症サポータ養成講座の様子



播磨町では現在7カ所で認知症カフェを開催

しています。

開催場所としては、地域の公民館やコミュニ

ティーセンター、介護施設や民家などで、地域

のみなさまの協力や理解を得ることで、様々な

場所で開催することが出来ています。

また、各カフェでは専門職の方も参加されてお

り、認知症のことが気軽に相談できる体制も

整えています。

月に一回、認知症の家族が思いや悩み、近況

などを語り合う『認知症家族の会』も開催して

います。

認知症カフェの開催



 認知症カフェについては、開催場所を増やしたことにより、町
内の様々な地域の人の参加を促すことができ、今までよりも
多くの参加者が集うようになり、認知症の啓発活動も広く行
えるようになった。

 しかし、認知症当事者の参加が少ない状況であるので、今
後は認知症カフェの内容や地域への周知方法に工夫を行い、
認知症当事者の人でも参加しやすい環境を整える事が必要
である。

認知症カフェの効果と課題

令和５年度 認知症カフェ参加者（延べ人数） 内 認知症当事者

９８６人 １０１人

令和５年度 認知症カフェ参加者（実人数） 内 認知症当事者

１７１人 １９人



◆最後に

今年度は、地域の方々に気軽に認知症の啓発活動に参加して頂けるイベ
ントとして、『オレンジガーデニングプロジェクト』を実施し、たくさんの地域
の方々に参加して頂きました。

また、昨年度より運営を始めた各オレンジカフェも、少しずつ地域に馴染ん
できている様に感じます。今後も認知症啓発活動を積極的に行い、認知
症にやさしいまちづくりのための取り組みを地域の方やチームオレンジの
メンバーと共に取り組んでいきたいと思います。


